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Abstract
Wang Zhiben, a Chinese poet who stayed in Japan in the Meiji era, visited the Suô area, the southeast of 
present Yamaguchi Prefecture, twice during his long journey around Western Japan for almost two years. In 
this paper I describe several significant aspects of his literary exchange with the local literati of Suô at that 
time, by examining the related materials I have compiled.
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王治本（号漆〔桼〕園．1835 ～ 1908）は，明治 18 年 1）7 月から 2 年近くに及ぶ西国大旅行の中で 2 度，











～ 1922）である．彼の詩集『梅城遺稿』上巻 3）所載の 18 年作と見られる「菜香亭席上王治本詩先成，見示，
次礎却寄」詩二首の其の一に「節過重陽存晩菊，秋深三径落衰葭〔節　重陽を過ぎて　晩菊存し，秋　三
径に深く　衰葭落つ〕」という 2 句のあることによって知られる．庫三は 15 歳の時に上京して二松学舎
に入学，2 年間漢学を学んだ．23 年，22 歳の時に学習院で初めて教鞭を執ることになるが，それ以前，
17 年には山口に帰っていた模様である．菜香亭は 10 年ごろ創業の料亭である．当時僅か 18 歳の日本
人の若者が 50 歳の清国人男性と料亭に行って，どんな時間を過ごしたのだろうかとも思われるが，そ
れはともかく，庫三にはもう一作，王治本との交流の跡を示す詩がある．それを紹介しておこう．それ














ろやの園」は元禄初年創業の商家「室屋」の屋敷で，南北 119m,　面積 2,561m2，建坪 1,500m2 で，「わが
国に現存する町屋のなかでは最大のものといわれて」いる．また，「18 室もある主屋をはじめとする屋
敷内の建物は全部で 11 棟 35 室あり」，1979 年に多くの生活用品や文書とともに山口県有形文化財に指
定され，邸内は現在一般に公開されている 4）．小田家の現在の当主，善一郎氏によれば，その広大な屋
敷にはかつて多くの文人墨客が訪れ滞在したとのことであり，王治本に揮毫を頼んだ祖父の滴翠（名伴










んびりとした心境と重ね合わせて表現し直したものである．光緒乙酉仲冬は明治 18 年 12 月 6 日から
19 年 1 月 4 日までの間に当たる 5）．
さて，現在判明しているところでは，王治本は 19 年の 4 月中旬ごろ高知を訪れ，2 ヶ月ほど滞在し
たのである 6）が，19 年の 1 ～ 3 月ごろはどこにいたのか，今のところ不明である．引き続き周防内に
滞在もしくは漫遊していたことも考えられるが，関係資料未発見のため，確認できないのが現状である．









































































時 30 歳くらいであったと考えられる 12）．この送別会に出席した日本人のうち，村上・大田・佐久間（清









































































さて，19 年の 1 月 25 日には右田と小鯖とを結ぶ鯖山（佐波山）洞道が竣工していた 21）が，『防長新聞』















前述の通り，王治本は 10 月 19 日以後には山口へ移ったと考えられるが，『防長新聞』19 年 11 月 9 日

































































書館）に寄贈された 25）．現在，同館所蔵の文書に王治本関係のものが 3 点確認できる．そのうちの一つ，




































































2）  拙稿「王治本の藝備訪問および地元文人との文藝交流」（『武庫川国文』第 77 号，2012 年）．
3）  子弟有志者編『梅城遺稿』（1929 年 4 月）上巻（吉田庫三先生著　詩）．





論叢』第 7 号，2012 年）．
7）  例えば河崎源太郎編『山口県豪商早見便覧』（明治 19 年 8 月．『明治期山口県商工図録』に収録，マツノ書店，
1993 年）「大坂商船会社三田尻出張店」の項．
8）  按ずるに「亦」字の前に，一人称を表す「余」等の字を脱していると思われる．
9）  吉田祥朔『増補　近世防長人名辞典』（マツノ書店，1976 年）p.165．
10） 安部民治編輯兼発行『螺峰遺鈔』，明治 43 年．





（『新潟県文人研究』第 15 号，2012 年）で取り上げた．
13） 吉田恕庵著・河辺寛之助編『恕庵詩文集』（河辺寛之助，明治 24 年）．
14） 熊谷県は現在の埼玉県と，群馬県のほぼ全域に当たる．明治 6 ～ 9 年の間存在．
15） 吉田恕庵『天野氏譜録』（明治 24 年）奥付記載の住所による．
16） 『疑問録山陽先生垂誨』（博文堂，明治 9 年），『上野国地誌概略』（誠之堂，明治 10 年）．
17） 吉田恕菴については『増補　近世防長人名辞典』p.270 も参照．
18） 丙戌孟冬は陽暦の明治 19 年 10 月 27 日から 11 月 25 日に当たり，その頃には王治本は既に山口へ移動してい
たはずである．執筆月の記載はさほど正確を期するものではなかったのかもしれない．
19） 三浦漁『江漁晩唱集』（三浦万里，明治 42 年）附録 29 丁オ～ 30 丁オ．
20） 山田天籟（1863 ～ ?）は，『百花欄』11 集（明治 36 年）の「作家姓氏」欄によれば，本名は重光，字は儀卿または伯敬，
東京の人．












30） この詩は実は『高知日報』明治 20 年 1 月 8 日の「雑録」にも「陽暦丁亥元旦毎句戯用丁亥字冠首賦成小詩，郵賀高
城相知諸翁先生新禧　桼園王治本初稿　時游次馬関」として載っている．明治 19 年の前半の２ケ月を過ごした
高知の文人たちへの賀詩としても使われたわけである．
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